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法人名

社会福祉法人　佐賀県社会福祉協議会

佐賀市天神一丁目4番15号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日

丘の上の大きな貯水池脇に建つ事業所である。周りは静かな住宅地で、すぐ近くには法人が誇る美彩の森があり、
散歩でも四季を感じ楽しめる場所となっている。また日頃のケアの中では、入居者のことを考えているからこそ生ま
れる工夫があり、それを職員間で伝え合うチームワークの良さも窺える。子育て中の職員には、その大変さを知るベ
テラン職員の助けもある。ストレスを感じる時にはその場を交替してみる柔軟さもあり、お互いさまが活かされている。
入居者がそれぞれのペースで暮らす事業所であり、現場の職員にはある程度の裁量を任せているのも特徴である。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

自己評価及び外部評価結果票
（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

4190600116

　社会福祉法人ナイスランド北方

グループホームきたがた湖山亭

佐賀県武雄市北方町大字志久4531番地18

「自分らしく、ほがらかに」の理念の元、入居者様がいつまでものんびり穏やかに過ごしていただけるように日々努め
ています。外出支援がままならない昨今ですが、天気の良い日には敷地内にある「美彩の森」までおやつやお弁当
を持って出かけたり、散歩に行ったりしています。共同空間から見える景色も自然豊かで四季折々の風景を楽しむ
ことが出来ます。入居者様の認知症の介護度が多様な為その方にあった楽しみ、やりがいを見つけて頂けるように
工夫しています。レクリエーションや日常の仕事を色々考えて提供できるようにしています。認知症対応型という事
でスタッフの知識や理解を深めるため様々な研修や勉強会にも積極的に参加しケアの向上に努めています。

事業所番号
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目

コロナ感染が落ち着いてきているの
で地域行事も少しずつ行われるよう
になってきている。感染予防に気を
付けながら参加できるように支援し
ている。事業所としては地域の美化
活動に毎年参加して交流をしてい
る。グループホームの行事に地域の
方が参加されることはまだ行えてい
ない。

4

地域の細かい情報は運営推進会議
の折や地元職員からも届いている。
コロナ禍を経て復活した子供浮立が
訪れるなど、交流も徐々に緩和され
ている。ここに暮らす一員として、見
守りや緊急時の応援等を頼める関
係も維持できている。また専門知識
を有する事業所として、認知症サ
ポーター養成講座の講師役などを
務め、地域への貢献も続けている。

(1)

(2)2

「自分らしく、ほがらかに」の理念を
毎日の朝礼で唱和し,職員全員で共
有しケアを提供する際の道標と捉え
ている。入居者様の権利と尊厳が
損なわれないよう理念を軸に実践を
行っている。

コロナ感染が落ち着いてきているの
で地域行事も少しずつ行われるよう
になってきている。感染予防に気を
付けながら参加できるように支援し
ている。事業所としては地域の美化
活動に毎年参加して交流をしてい
る。グループホームの行事に地域の
方が参加されることはまだ行えてい
ない。

運営推進会議では入居者様の状況
や行事関係、職員が参加した研修
の報告、２カ月の全体的な動きなど
の報告をし、それに対する意見や助
言を受けサービス向上に活かしてい
る。また、地域の状況も伝えていた
だきグループホームの運営に活かし
ている。

(3)

ご近所との付き合いを大切にして気
軽に相談していただけるように間口
を広げ、法人内で連携して対応でき
るように実践してしている。運営推
進会議などで地域の方の意見を聞
いて対応できるようにしている。

1

「自分らしく、ほがらかに」の理念を
毎日の朝礼で唱和し,職員全員で共
有しケアを提供する際の道標と捉え
ている。入居者様の権利と尊厳が
損なわれないよう理念を軸に実践を
行っている。

理念は、先に開設した隣接するグ
ループホームと同じものである。当
初は独自に作ろうと案を出し合って
いたが、想いがまとまるにつれ既に
そこにある理念と重なっていった。
「自分らしく、ほがらかに」と謳う理念
は常に立ち戻る基本であり、目に付
く場所への掲示や、毎朝の唱和で
意識付けも図っている。入居者が生
き甲斐を持って生活できるように、
各々に合ったケアを提供すべく努め
る様子には理念が活かされている
のが窺える。

3

ご近所との付き合いを大切にして気
軽に相談していただけるように間口
を広げ、法人内で連携して対応でき
るように実践してしている。運営推
進会議などで地域の方の意見を聞
いて対応できるようにしている。

今年度になり集合での会議を再開し
ている。年６回のうち３回は２グルー
プホーム合同で行い、事業所からの
報告のみで終始しないよう努めてい
る。行政側は代理でも出席者を出
し、地域役職の方からは高齢者の
相談も寄せられ対応している。コロ
ナ禍で中断したままの家族参加も
検討を始め、この会議が外部の方
の目が入る貴重な機会として活か
せるよう努めている。

運営推進会議では入居者様の状況
や行事関係、職員が参加した研修
の報告、２カ月の全体的な動きなど
の報告をし、それに対する意見や助
言を受けサービス向上に活かしてい
る。また、地域の状況も伝えていた
だきグループホームの運営に活かし
している。

外部評価
（評価機関記入欄）
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

(4)5

公的制度を必要とする入居者様の
状況は常に市担当者に連絡を行
い、連携を行いながら生活に支障が
出ないようにしている。分からないこ
とや問題が生じた場合は市役所な
どへ相談している。

公的制度を必要とする入居者様の
状況は常に市担当者に連絡を行
い、連携を行いながら生活に支障が
出ないようにしている。分からないこ
とや問題が生じた場合は市役所な
どへ相談している。

6

身体拘束をしないケアについては法
人内で定期的に勉強会を実施し理
解するように努めている。やむを得
ずセンサーマットを使用する際はご
家族に了承を得て使用し、月１回の
カンファレンスを行い必要性を確認
している。玄関については現在不審
者侵入防止と職員が気づかない間
に１人での外出を避けるため施錠し
ているが、開錠に向けての検討も常
に行っている。

入居契約時に指針の説明を行って
いる。年２回の研修に加え勉強会等
も複数回あり、職員は身体拘束の
内容やその弊害まで理解している。
外へ向かう入居者には無理に引き
返すことはせず、納得するまで一緒
に歩くことが基本であり、かなりの距
離を歩いたこともある。職員の目配
りや気配り、また人数を数える習慣
も相まって安全で自由な暮らしを支
援している。仮に不適切なケアが見
られた場合は、まず本人に理由を尋
ね、考えさせ、内容によっては全体
へ提起することとなっている。

運営推進会議メンバーでもあり、日
頃から顔なじみである。問い合わせ
等があればまず電話を掛け、内容
によっては直接出向くこともある。大
きな法人であり、内部で解決できる
だけの人材やスキルもあるが、確実
性を保つためにも行政側との繋がり
は大切にしている。保険申請や空室
状況などで地域包括支援センターと
の接点もあり、実直に対応してもら
える関係を築いている。また通常で
あれば介護相談員が訪れ、入居者
の話に傾聴し、気付きを伝えてくれ
るところだが、コロナ禍もあり中断し
ている。再開時には入居者と事業所
の橋渡し役としても期待している。

(5)

8

法人内で勉強会を行い、機会を見
つけて外部研修にも参加している。
当ホームでも利用されている方がい
らっしゃるので職員全体で理解を深
める必要がある。

7

定期的に法人内で勉強会を行い、
外部研修(オンライン）への参加も積
極的に出来ている。「虐待の芽」アン
ケートを実施し、自分のケアの振り
返りを年に1回行っている。職員の
意識を高め、虐待が見過ごされない
よう努めている。

9

契約時に文書に沿って説明を行い、
不安や疑問点に対して十分な説明
に努め、理解と納得いただけるよう
にしている。契約内容に変更があれ
ばその都度文書で説明を行い承諾
を得ている。

身体拘束をしないケアについては法
人内で定期的に勉強会を実施し理
解するように努めている。やむを得
ずセンサーマットを使用する際はご
家族に了承を得て使用し、月１回の
カンファレンスを行い必要性を確認
している。玄関の施錠は入居者様
の状態を見ながら実施している。基
本開錠している。

定期的に法人内で勉強会を行い、
外部研修(オンライン）への参加も積
極的に出来ている。「虐待の芽」アン
ケートを実施し、自分のケアの振り
返りを年に1回行っている。職員の
意識を高め、虐待が見過ごされない
よう努めている。

法人内で勉強会を行い、機会を見
つけて外部研修にも参加している。
当ホームでも利用されている方がい
らっしゃるので職員全体で理解を深
める必要がある。

契約時に文書に沿って説明を行い、
不安や疑問点に対して十分な説明
に努め、理解と納得いただけるよう
にしている。契約内容に変更があれ
ばその都度文書で説明を行い承諾
を得ている。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

13
法人全体で研修の機会がある場合
は積極的に参加できるように支援を
行っている。

12

年２回自己評価と作文を全職員に
提出してもらい必要な場合は面談を
行っている。自己評価を行うことで、
本人の実績、達成度、努力などを把
握して賞与や定期昇給に反映させ
ている。

(6)

毎月のグループホーム会議や申し
送りノート等を活用し、職員から意
見や提案があった場合は代表者や
管理者は内容を検討し可能な限り
運営に反映させている。

毎月の職員会議はユニット毎に行
い、休みの職員も殆どが参加し、概
ね６０分ほどを要している。入居者
毎のカンファレンスや行事の連絡、
また各自の経験を持ち寄る場であ
り、ケアの改善策を練る場でもあ
る。入浴を嫌がる方の対応や排便コ
ントロール、夜間に心配な転倒防止
案としてベッドの高さを検討するなど
内容は多岐にわたる。子育て中の
職員も多いが、その大変さを知るベ
テラン職員のカバーは心強い。管理
者としては、働きやすい職場である
よう配慮も必要だが、定時での帰宅
を促し休暇取得にも応えている。職
員とのコミュニケーションを大切に
し、現場の声は法人上席にも届けて
いる

(7)11

10

入居者様との日々の会話から意
見、要望を聞き取るようにして可能
な限り実現できるように努めてい
る。ご家族とは面会時や必要な時は
電話などで意見、要望を伺ってい
る。毎年年度末に家族アンケートを
実施し運営に反映させている。

家族へは、毎月の請求書発送時に
近況や写真を添え、運営推進会議
後であればその資料も同封される。
現在、面会規制はかなり緩和されて
いるが、コロナ感染症が終息した訳
ではなく、インフルエンザの影響も
考慮しつつ注意深く見守っている。
家族の来所は職員にとっても直接
会話が出来る機会であり、気軽に何
でも話してもらえるよう努めている。
また年度末には家族アンケートが実
施され、その結果もきちんと公表し
ている。出された意見を前向きに活
かす姿勢が窺え、今回の当外部評
価アンケートにも家族からの意見が
寄せられているが、サービスに繋い
でいけるよう努めている。

毎月のグループホーム会議や申し
送りノート等を活用し、職員から意
見や提案があった場合は代表者や
管理者は内容を検討し可能な限り
運営に反映させている。

年２回自己評価と作文を全職員に
提出してもらい必要な場合は面談を
行っている。自己評価を行うことで、
本人の実績、達成度、努力などを把
握して賞与や定期昇給に反映させ
ている。

法人全体で研修の機会がある場合
は積極的に参加できるように支援を
行っている。

入居者様との日々の会話から意
見、要望を聞き取るようにして可能
な限り実現できるように努めてい
る。ご家族とは面会時や必要な時は
電話などで意見、要望を伺ってい
る。毎年年度末に家族アンケートを
実施し運営に反映させている。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サー
ビスの質を向上させていく取り組みをして
いる

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としている
支援を見極め、他のサービス利用も含め
た対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係
を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

18

入居者様の出来ること、得意なこ
と、興味のあることなどを見出し助
け合い、共に過ごす事で生きがいを
持って生活出来るように配慮してい
る。

16

ホーム見学の際や入居申し込みの
際に不安や要望などを傾聴し、ご家
族の抱えている想いを受け止め円
滑なサービスの利用が出来るよう信
頼関係の構築に努めている。

17

抱えておられる問題についてご本人
やご家族に十分聞き取りを行い、必
要に応じて在宅サービスや他施設
などの利用情報を紹介している。

15

ご本人やご家族と話し合いを持ち不
安なことや要望を伺い、また生活歴
などの情報収集を行い、職員全員
で共有し少しでも安心して生活して
いただけるように環境づくりに努め
ている。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14

認知症サポーターキャラバンメイト
の情報交換会に参加してネットワー
ク作りに努めている。また、外部研
修に参加した際、情報交換したこと
をサービス向上に繋げている。

19

入居者様の精神的な寂しさに寄り
添っていただけるよう電話での会話
をお願いしたり、ご家族が負担に感
じられないように寄り添い、話し合い
ご本人を支援している。

認知症サポーターキャラバンメイト
の情報交換会に参加してネットワー
ク作りに努めている。また、外部研
修に参加した際、情報交換したこと
をサービス向上に繋げている。

入居者様の精神的な寂しさに寄り
添っていただけるよう電話での会話
をお願いしている。ご家族が負担に
感じられないように寄り添い、話し合
いご本人を支援している。

ご本人やご家族と話し合いを持ち不
安なことや要望を伺い、また生活歴
などの情報収集を行い、職員全員
で共有し少しでも安心して生活して
いただけるように環境づくりに努め
ている。

ホーム見学の際や入居申し込みの
際に不安や要望などを傾聴し、ご家
族の抱えている想いを受け止め円
滑なサービスの利用が出来るよう信
頼関係の構築に努めている。

抱えておられる問題についてご本人
やご家族に十分聞き取りを行い、必
要に応じて在宅サービスや他施設
などの利用情報を紹介している。

入居者様の出来ること、得意なこ
と、興味のあることなどを見出し助
け合い、共に過ごす事で生きがいを
持って生活出来るように配慮してい
る。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している。

22
利用が終了しても必要に応じ、ご本
人やご家族の相談や支援は協力で
きるように努めている。

21

入居者様同士の会話では耳が遠
かったり、輪に入るのが苦手な方も
いらっしゃるので職員が間に入り、
つなぎ役をすることで孤立されない
ように支援している。

コロナ禍でもあったので現在馴染み
の人や場所の関係継続の支援はで
きていませんが、ご家族との交流は
普通に出来るようになったので、家
族様単位で元の関係、交流へとつ
ながるように支援しています。

入居までの人間関係の把握には本
人や家族、担当のケアマネジャーか
らも話を聞いている。また利用して
いたサービス事業所や病院のソー
シャルワーカーの情報も重要で、直
接ではなくとも収集に努めている。
それらを基に具体的な支援が組ま
れているが、コロナ感染症が５類へ
移行したとはいえ慎重な対応が続く
のは当然でもある。ただ家族と受診
に出掛ける際には買い物や食事も
でき、楽しみな時間となるよう支援し
ている。盆正月の帰宅や法事等へ
の出席など、希望があれば応えて
いきたい想いもあり、今後の状況を
注視している。電話の取次ぎはいつ
でも可能であり、携帯電話を持ち
LINEアプリでビデオ通話をする入居
者もあった。大切な方々との関係が
途切れないよう支援している。

(8)20

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日頃の関わりの中で訴えや要望に
耳を傾け把握するようにしている。
また、家族様面会の際は希望や意
向を尋ねそれをグループホーム会
議の中で検討し出来るだけご本人
の希望を尊重できるよう努めてい
る。

(9)23

日頃の関わりの中で訴えや要望に
耳を傾け把握するようにしている。
また、家族様面会の際は希望や意
向を尋ねそれをグループホーム会
議の中で検討し出来るだけご本人
の希望を尊重できるよう努めてい
る。

入居者と接する際に心掛けているこ
とは、急かさず「待つ姿勢」である。
隣に座り、一対一で話し相手をして
いる時には想いを話してくれることも
ある。短いワードで、スキンシップを
交えながら、答えに選択肢を用意し
た問い掛け方をする時もある。発語
の少ない方とは表情やうなずく様子
も大切な情報であり、聞き取った事
は口頭や申し送りノートで共有を
図っている。そこからケアプランへの
柔軟な対応にもつながる。

コロナ禍でもあったので現在馴染み
の人や場所の関係継続の支援はで
きていませんが、ご家族との交流は
普通に出来るようになったので、家
族様単位で元の関係、交流へとつ
ながるように支援しています。

入居者様同士の会話では耳が遠
かったり、輪に入るのが苦手な方も
いらっしゃるので職員が間に入り、
つなぎ役をすることで孤立されない
ように支援している。

利用が終了しても必要に応じ、ご本
人やご家族の相談や支援は協力で
きるように努めている。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

25

個別ケース記録に１日の過ごし方、
心身の状態、有する能力など記録し
現状把握に努めている。状態変化
があった時は申し送りノートや口頭
で報告し情報の共有や迅速な対応
が出来るようにしている。

26

ご本人やご家族の生活に対する意
向や要望を大切にして、介護職や
主治医意見書の内容を踏まえ、介
護計画を作成している。状態変化時
は個別カンファレンスを行い、ケア
の統一を図るようにしている。

ケアプランの設定期間は６ヶ月とし、
その間に変化があれば臨機応変な
対応もある。入居して間もない時期
には様子をみながら期間の変更も
考慮される。本人の希望は日頃の
ケアの中で把握し、家族の要望等
は来所時や電話での会話から汲み
取っている。家族からは、認知度や
筋力の低下を心配する声が聞かれ
る。歳を重ねる毎に残存能力の低
下は否めないが、事業所では何に
でも手を貸すのではなく、見守りの
ケアも実践している職員の日々の積
み重ねが窺える。また毎月のモニタ
リングは全員が関われる職員会議
を利用し、ケース記録等を参考とし
ながらプラン実施状況も確認してい
る。書式の統一も図っており、今後
も改善を加えながら更に使いやすく
したいと考えている。

ケース記録や申し送りノートに日々
の様子や変化、工夫した事またケア
プランに沿って実践した結果、気づ
きを記入し職員間で情報の共有に
努めている。また、意見や提案を出
し合いケアプランの見直しに活かし
ている。

27

ケース記録や申し送りノートに日々
の様子や変化、工夫した事またケア
プランに沿って実践した結果、気づ
きを記入し職員間で情報の共有に
努めている。また、意見や提案を出
し合いケアプランの見直しに活かし
ている。

ご本人やご家族の生活に対する意
向や要望を大切にして、介護職や
主治医意見書の内容を踏まえ、介
護計画を作成している。状態変化時
は個別カンファレンスを行い、ケア
の統一を図るようにしている。

ご本人やご家族の状況に対応する
ため、他職種に相談しながら柔軟な
支援サービスが出来るように取り組
んでいる。

利用前にご本人やご家族からこれ
までの生活歴や馴染みの暮らし方
などを尋ね、フェイスシートに記入後
全職員が把握できるようにしてい
る。

個別ケース記録に１日の過ごし方、
心身の状態、有する能力など記録し
現状把握に努めている。状態変化
があった時は申し送りノートや口頭
で報告し情報の共有や迅速な対応
が出来るようにしている。

28

(10)

24

利用前にご本人やご家族からこれ
までの生活歴や馴染みの暮らし方
などを尋ね、フェイスシートに記入後
全職員が把握できるようにしてい
る。

ご本人やご家族の状況に対応する
ため、他職種に相談しながら柔軟な
支援サービスが出来るように取り組
んでいる。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しなが
ら安全で豊かな暮らしを楽しむことができ
るよう支援している

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院で
きるように、病院関係者との情報交換や
相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30

ご本人やご家族の希望を大切にし、
安心して医療が受けられるようかか
りつけ医を継続してもらっている。基
本的に受診は家族様対応ですが、
受診が困難な場合は往診を依頼し
たり、職員が受診同行を行ってい
る。内科や眼科の往診、歯科訪問
診療の利用も支援している。

入居前からの馴染みの医師に診て
もらう方や、入居後に訪問診療等の
説明を聞き、協力医への変更を希
望した方、また元々、協力医の患者
だった方にとっては病歴等も知って
もらえている安心感があり、それぞ
れが希望するかかりつけ医である。
受診に付き添うのは原則家族であ
り、日常の様子を口頭で伝え、また
診療に支障がないよう事前に病院
へ電話連絡しておくこともある。職員
が付き添う場合、症状に変化があれ
ば当日中に家族へ報告される。今
回の当外部評価アンケートでは殆ど
の家族が「健康面や医療面で心配
な点はない」と答えている。

状況が改善されたら地域の行事や
またボランティアの力を借りてご本
人が生活を楽しむことが出来るよう
に支援していきたい。

29

(11)

介護職員は入居者様の健康状態の
把握に努め、情報を施設看護師と
共有している。状態が変化した場合
は看護師に報告、相談し医師と連
携しながら適切な受診や看護が受
けられるように支援している。

契約時に重度化した場合における
対応の指針や看取りに関わる指針
を説明している。重度になられた場
合ご本人とご家族の希望を尊重し
当ホームで出来ることを説明しなが
ら医療との連携を図り、チームで支
援に取り組んでいる。看取りになっ
た場合は体制が整った併設施設に
繋ぐこともある。

入居契約時に指針の説明を行って
いる。その中身には系列の特別養
護老人ホームも選択肢のひとつで
あること、また事業所として出来るケ
アについてきちんと伝えている。こ
れまでに看取りの経験はなく、容態
の変化に伴い揺れ動く家族の気持
ちを踏まえ、話し合いは何度でも重
ねる事としている。本人や家族が安
心して納得した最期が迎えられるよ
う支援している。

32

入居者様が入院された際は日頃の
生活状態等の情報提供を行ってい
る。また、早期退院に向けて病院関
係者との情報交換や相談に努め定
期的に容態確認を行っている。

31

33 (12)

入居者様が入院された際は日頃の
生活状態等の情報提供を行ってい
る。また、早期退院に向けて病院関
係者との情報交換や相談に努め定
期的に容態確認を行っている。

契約時に重度化した場合における
対応の指針や看取りに関わる指針
を説明している。重度になられた場
合ご本人とご家族の希望を尊重し
当ホームで出来ることを説明しなが
ら医療との連携を図りチームで支援
に取り組んでいる。看取りになった
場合は体制が整った併設施設に繋
ぐこともある。

状況が改善されたら地域の行事や
またボランティアの力を借りてご本
人が生活を楽しむことが出来るよう
に支援していきたい。

ご本人やご家族の希望を大切にし、
安心して医療が受けられるようかか
りつけ医を継続してもらっている。基
本的に受診は家族様対応ですが、
受診が困難な場合は往診を依頼し
たり、職員が受診同行を行ってい
る。内科や眼科の往診、歯科訪問
診療の利用も支援している。

介護職員は入居者様の健康状態の
把握に努め、情報を施設看護師と
共有している。状態が変化した場合
は看護師に報告、相談し医師と連
携しながら適切な受診や看護が受
けられるように支援している。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練
を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をして
いる

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

34

法人全体で消防署から指導による
救急蘇生法やＡＥＤの使用方法の
研修を実施し、急変時の対応につ
いて定期的に勉強会を行っている。

年２回の訓練には消防署も立ち合
い、昼間帯と敢えて１０月の１８時
頃、薄暗くなる時間帯を設定してい
る。実際に近い訓練を行うためであ
り、これには地元消防団の参加もあ
る。訓練は周辺の同法人施設が合
同で行い、その都度、火元設定を変
えることにより応援体制の変化にも
対応できるよう取り組んでいる。10
月の夜間想定では夜勤とみなした
職員のみで初期対応を試み、ケー
スによっては入居者も一緒に避難を
体験し、職員は通報装置や消火器
の使い方も承知している。近隣住民
には訓練日が周知され参加協力も
お願いしている。非常食や水などは
各建物から離れた場所に備蓄して
おり、訓練後の反省点はその場で
指摘される。緊急事態の避難先選
定は、家族への周知も含め今後検
討される。

トイレや入浴の介助では羞恥心へ
の配慮が必要である。入居して暫く
の間は同性によるケアを心掛け、当
初に確認も行っているが日々の様
子をみながら臨機応変な対応もあ
る。トイレ内まで付き添い待機する
場合には、入居者への声掛けや理
解しやすい言葉選びで不安にならな
いよう努めている。また個人情報の
取り扱いに対する職員の意識は高
く、業務上のやり取りであっても声の
大きさには注意を払っている。「杏た
より」やSNSへの写真・名前の掲
載、居室の名札表示についても入
居時に承諾を得た方のみである。

37

35 (13)

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

年２回昼間と夜間の想定で避難訓
練を行っている。地域の方や消防団
にも協力を仰ぎ地域一体となって避
難訓練を行っている。法人の安全管
理委員会にて、見直し、防災知識向
上への取り組みもされている。

入居者様に接する際は目上の方へ
の敬意を持ち、入居者様と職員の
距離感に気を付けながら誇りやプラ
イバシーを損なわない言葉かけや
対応を心掛けている。

日常生活の中でご本人の希望をお
聞きするような場面を作り、自己決
定できるように言葉かけや雰囲気づ
くりをしています。介助、支援する際
無理強いしないように心掛けてい
る。

法人全体で消防署から指導による
救急蘇生法やＡＥＤの使用方法の
研修を実施し、急変時の対応につ
いて定期的に勉強会を行っている。

年２回昼間と夜間の想定で避難訓
練を行っている。地域の方や消防団
にも協力を仰ぎ地域一体となって避
難訓練を行っている。法人の安全管
理委員会にて、見直し、防災知識向
上への取り組みもされている。

入居者様に接する際は目上の方へ
の敬意を持ち、入居者様と職員の
距離感に気を付けながら誇りやプラ
イバシーを損なわない言葉かけや
対応を心掛けている。

日常生活の中でご本人の希望をお
聞きするような場面を作り、自己決
定できるように言葉かけや雰囲気づ
くりをしています。介助、支援する際
無理強いしないように心掛けてい
る。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている42

40

38

39

(15)

41

業務を優先するのではなく、一人ひ
とりの生活スタイル、ご本人のペー
スを大切にした支援を心掛けてい
る。

ご本人やご家族からの要望があっ
た時訪問理容師にお願いし来ても
らっている。身だしなみで出来てい
ない所は介助し整えるように支援し
ている。

契約業者の献立で食材が届き、調
理は事業所で行っているが、手薄な
時間帯には調理済み品も併用して
いる。また月に一度は特別メニュー
の日があり、入居者のリクエストに
応えることもある。対面式キッチンか
らは音や匂いがして、食事時が感じ
られるのも家庭と同じである。入居
者毎に好き嫌いやアレルギー有無
の把握もしており、苦手な献立や食
材には代替えもある。出来るだけ自
分で口へ運んでほしいとの想いから
介助は最小限に止め、自助食器の
活用や声掛けで促すこともある。食
が細い方には法人の管理栄養士と
相談する対応もある。職員は同じ
テーブルで同じ食事（または弁当持
参）をしながら見守り、また介助も行
う和やかな食事風景である。誕生日
は当日に皆で祝い、手作りケーキも
用意される。

個々に合わせた食事形態を提供
し、お盆拭きやテーブル拭き等の軽
作業を手伝ってもらっている。行事
などの時は特別メニューを考え、材
料の下ごしらえを一緒に行いながら
食事の楽しみに繋げている。

個々に合わせた食事形態を提供
し、お盆拭きやテーブル拭き等の軽
作業を手伝ってもらっている。行事
などの時は特別メニューを考え、材
料の下ごしらえを一緒に行いながら
食事の楽しみに繋げている。

食事献立は外注で対応し、計算され
たカロリー管理の下で提供してい
る。食事量や水分量は毎日記録に
残し、健康状態の目安になってい
る。

毎食後、義歯や自歯のブラッシング
を促し、介助の必要な方は付き添い
言葉かけしながら行ってもらってい
る。必要な時は訪問歯科診療時指
導を受けている。

食事献立は外注で対応し、計算され
たカロリー管理の下で提供してい
る。食事量や水分量は毎日記録に
残し、健康状態の目安になってい
る。

毎食後、義歯や自歯のブラッシング
を促し、介助の必要な方は付き添い
言葉かけしながら行ってもらってい
る。必要な時は訪問歯科診療時指
導を受けている。

業務を優先するのではなく、一人ひ
とりの生活スタイル、ご本人のペー
スを大切にした支援を心掛けてい
る。

ご本人やご家族からの要望があっ
た時訪問理容師にお願いし来ても
らっている。身だしなみで出来てい
ない所は介助し整えるように支援し
ている。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めて
いる

47

46

43

44

45

(16)

(17)

排泄に関して自立した方も半数近く
いるが、任せたままではなく、さり気
なく見守っている。事業所では、失
禁があればすぐにパット類を使うの
ではなく、まずは声掛けや誘導で対
応している。日中はトイレでの排泄
を主とし、ゆとりを持った誘導により
汚染も減っている。入居後のケアで
パターンの把握に努めた効果であ
る。またトイレ内は車いす利用でも
十分な広さがあり、手すりや背もた
れ、可動式ひじ掛けが設置され、自
立を促す補助具として役立ってい
る。

排泄パターンの把握に努め、ご本人
の状態に合わせたパット・オムツ類
の選択をしています。また排泄動作
に不安のある方には見守りや動作
の手順をゆっくり説明し、一部介助
を行うことで不安の軽減に努めてい
る。

法人の栄養士に相談して、献立に
食物繊維やヨーグルトやオリゴ糖を
取り入れることで便秘解消に役立て
たり、食事前に軽い運動を取り入れ
腸の活動の手助けをしている。

基本的な入浴スケジュールはある
が、お断りされたり、体調がすぐれ
ない場合は無理強いはせず時間を
ずらしたり、別日に変更するなど柔
軟に対応している。身体リスクがあ
る方には職員二人対応で行い安全
面を考えて対応している。

入浴は週２回を目安としているが、
風呂の準備は毎日できているため、
必要や希望があればその限りでは
ない。入浴日以外でも肌着や下着
の交換をし清潔保持にも努めてい
る。入浴を嫌がる方には無理強い
はせず、タイミングや曜日を変え柔
軟に対応している。浴室のシャワー
チェア等は安全な入浴を支え、冬場
には脱衣場から暖気を送りヒート
ショック対策としている。ひとりずつ
ゆっくりと寛いでもらう中で想いを話
してくれる方もある。浴槽に浸るの
が難しい入居者にはシャワー浴で
の対応となる。衣服の脱ぎ着は出来
るだけ本人に任せ見守るケアであ
る。

法人の栄養士に相談して、献立に
食物繊維やヨーグルトやオリゴ糖を
取り入れることで便秘解消に役立て
たり、食事前に軽い運動を取り入れ
腸の活動の手助けをしている。

基本的な入浴スケジュールはある
が、お断りされたり、体調がすぐれ
ない場合は無理強いはせず時間を
ずらしたり、別日に変更するなど柔
軟に対応している。身体リスクがあ
る方には職員二人対応で行い安全
面を考えて対応している。

個々の体調や希望に応じて居室や
ソファ席などで寛がれたり、午睡して
過ごされている。室温や湿度調節も
心掛け気持ちよく休んで頂けるよう
に支援している。

処方されている薬については薬剤
師の内服薬説明書で確認を行い、
職員間で情報の共有をし対応して
いる。状態変化があった場合はか
かりつけ医や施設看護師報告相談
するようにしている。

個々の体調や希望に応じて居室や
ソファ席などで寛がれたり、午睡して
過ごされている。室温や湿度調節も
心掛け気持ちよく休んで頂けるよう
に支援している。

処方されている薬については薬剤
師の内服薬説明書で確認を行い、
職員間で情報の共有をし対応して
いる。状態変化があった場合はか
かりつけ医や施設看護師に報告相
談するようにしている。

排泄パターンの把握に努め、ご本人
の状態に合わせたパット・オムツ類
の選択をしています。また排泄動作
に不安のある方には見守りや動作
の手順をゆっくり説明し、一部介助
を行うことで不安の軽減に努めてい
る。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めている。
また、普段は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援して
いる

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

48

49

51

(18)

50

施設内で「出来ること」を見つけその
方に合った役割をお願いしたり、共
同空間では童謡や懐かし曲を流し
て寛いでいただいている。レクリエー
ションや散歩などをして気分転換の
支援をしている。

入居者から外出の希望が出ること
はないが、話題を向ければ興味を
示してくれることはある。少し歩けば
四季折々の風景が楽しめる法人が
誇る美彩の森がある。天気の良い
日には絶好の散歩コースであり、一
番近い建物には外から使えるトイレ
が新設され不安解消となっている。
周辺への散歩は五感の刺激や日差
しを浴びるメリットにも繋がり日常的
に支援している。車いす利用であっ
ても外気浴に連れ出し、全く外へ出
ないという入居者はいない。また家
族との受診が外出支援でもあり、誕
生日には個別対応した例もある。コ
ロナ禍を経て戸外活動を増やしたい
という課題は今後も継続される。

職員だけでは利用者様一人一人の
希望に沿うことができない状況なの
で、ご家族にも協力をお願いしてい
る。職員は日頃の苑内周辺での散
歩や気候の良い日には外での活動
を行っている。

施設内で「出来ること」を見つけその
方に合った役割をお願いしたり、興
味のある脳トレや塗り絵をしたり、レ
クリエーションや散歩などをして気分
転換の支援をしている。

職員だけでは利用者様一人一人の
希望に沿うことができない状況なの
で、ご家族にも協力をお願いしてい
る。職員は日頃の苑内周辺での散
歩や気候の良い日には外での活動
を行っている。

基本的にはご家族で管理してもらっ
ています。自己管理が出来る一部
の方は少額を所持され、受診後に
ご自分で好きなものを購入していた
だけるように支援しています。

基本的にはご家族で管理してもらっ
ています。自己管理が出来る一部
の方は少額を所持され、受診後に
ご自分で好きなものを購入していた
だけるように支援しています。

ご本人の希望によりご家族に電話
を掛けたり、掛けてもらったり出来る
ように支援している。最近では携帯
電話を使ってのビデオ通話で顔を見
ながらお話をされている。

ご本人の希望によりご家族に電話
を掛けたり、掛けてもらったり出来る
ように支援している。最近では携帯
電話を使ってのビデオ通話で顔を見
ながらお話をされている。
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自己評価／ユニットＡ（つばめ）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（かもめ）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

54

55

53

52

(20)

(19)

どちらのユニットも各居室から出ると
誰かがいてくれるリビングがあり、そ
れぞの場所で思い思いに寛いでい
る。入居者に人気のテレビ番組は日
曜ののど自慢であり皆で楽しんで観
ている。入居者の価値観を大切に
し、その動線上に行動を妨げる物も
ない。時節柄、換気には注意を払
い、常時開けておく小窓もある。手を
触れる箇所の消毒もこまめに行い、
トイレや浴室もきれいに掃除されて
いる。ホームは丘の上の静かな住
宅地に建ち、騒音は全くない。

共同空間から見える山や湖の風景
がとても良く、入居者様も気にいら
れています。室内外で植物を育てた
り、飾ったりして季節感を感じられる
ように工夫している。温度や湿度調
整もこまめに行い居心地よく過ごせ
るように工夫しています。

ウッドデッキや玄関のベンチを利用
したり、共同空間のテーブル席やソ
ファ席で各々お好きな場所で過ごし
ていただいています。

共同空間の周りに各居室があり、入
居者様も出て来やすく、採光も明る
く過ごし易くなっています。温度や湿
度調節もこまめに行い居心地よく過
ごせるように工夫しています。

共同空間に椅子やソファを置き、誰
でも寛ぎやすい工夫をしています。
また状況に応じて家具の配置などを
変える対応を行っている。

居室へ持ち込む品物は、火気等の
危険物以外に制限はない。使い慣
れた物をと伝えている。家族の写真
や花、人形を飾ったり仏壇を持つ方
もいて、その方らしく居心地よく過ご
してもらえるよう支援している。寝具
や衣類は季節毎に入れ替える方と
一年分を持つ方もいて様々である。
室内はタンス等を活用しきれいに整
頓されている。家族が希望すれば居
室での宿泊も可能である。

ご本人やご家族と相談して個室に
はご自宅からテレビやソファ、棚な
ど愛用の物を持ってきていただき少
しでも落ち着いて過ごせるように工
夫しています。

シルバーカーや杖での歩行が安全
に出来るように全フラットなつくりに
なっています。また、居室やトイレを
迷われる方のために表示を掲示し
不安や混乱の軽減に努めていま
す。廊下、トイレ、風呂場などに手す
りを設置し安全かつ自立した生活が
送れるようにしている。

居室にはテレビや棚、タンスなどの
愛用品を持ち込む事ができ、備え付
けの洗面台が設置されています。馴
染みの物を持ち込むことで入居者
様が居心地よく過ごせるように工夫
しています。

安全にシルバーカーや杖、車いす
等を使用して移動が出来るように全
フラットなつくりになっています。入
居者様の身体能力や理解力に応じ
てベッドやタンスを配置したり、転ん
でもケガをされないようにマットを敷
く等工夫をしています。
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての利用者が

3. たまにある

4. ほとんどない

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. 毎日ある

2. 数日に１回程度ある

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考項目：30,31）

（参考項目：38）

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考項目：18,38）

1. ほぼ全ての利用者の

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考項目：49）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。

（参考項目：11,12）

（参考項目：2,20）

65

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考項目：4）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考項目：9,10,19）

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考項目：28）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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